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要旨： 

森林生態系では、樹木や微生物の進化とともに調和のとれた循環サイクルが形成されている。

持続性ある豊かな未来への本質的な解決策は、自然の現象を解き明かし、バイオマス分子のもつ

潜在力を引き出すことにある(図１)。 

植物バイオマスを構成する高分子は、リグノセルロースと呼ばれ、主にリグニン、ヘミセルロ

ース、セルロースからなる。リグニンは難分解性の不定形芳香族高分子とされ、リグニンの分離・

分解がバイオマス変換におけるボトルネックである。 

自然界において、リグノセルロースは微生物によって分解される。高分子リグニンを直接分解

可能な微生物は白色腐朽菌として知られ、菌が分泌する分解酵素や二次代謝物を介してリグニン

を溶かし分解する。産業界では、製紙産業におけるパルプ化法が主に行われ、高温高圧下での過

酷な反応条件を経て、リグニンを分解、除去し、主にセルロースからなるパルプを得る。このと

き、リグニンやヘミセルロースは、分解・変性し天然分子としての原型を留めない。 

リグニンと多糖間に存在する共有結合を把握す

ることは、リグノセルロース変換反応設計の点か

らも、植物科学の基盤的知見としても重要である。

リグニン-多糖間結合はポリマーの主鎖に対して

ごく僅かであり、変性を防ぎつつ結合点を濃縮し

解析する必要がある。私たちは、多次元溶液 NMR 法

を駆使して、スピン結合の繋がりとして、リグニ

ン-多糖間結合の解明に成功した。こうした知見を

背景に、温和な条件の木質バイオマス変換法を開

発しており、リグニンを含めた天然高分子の特性

を活かすための研究を進めている。 

図 1：植物バイオマスの分子構造を活かし

た循環サイクルの概念図。木質細胞壁を構

成する天然高分子の潜在力を引き出した

展開が重要である。 


